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電子交換機の機能分散ソフトウェア方式
FunctionalDistributed Modular Software Structure for ESS

電話の普及とともに｢l常必娘な道具となるのに従い,電話の効ヰ叫J_Lの安望が高

まり,そこで種々の高度な機能の導入が図られている｡その結果,交換ソフトウェ

アは大規模化,権維化の傾向をたどI),それに対応した新Lいソフトウェア方式の

開発が急務となってきている｡

このような背景から,｢分散形状態遷移方式+を問ヲ芭し主導入した｡本ノナ式は論理的

な交換機能をとらえ,授数の仮想機械に分割すると同時に階層分割化Lて,各々を

状態遷移図で図示化し,それに恭づいたトップダウンなプログラム構造化を図った

2次元階層構造をもつ方式である｡これにより,将来多様化する旭イi言サービスへの

対応,更に分散制御方式への対応も可能とし,ソフトウェアのイ吉相作,生産件及び

機能拡蝦性を高めた｡

口 緒 言

近年,電話が日常生活の必娼機能になるに従い,より効率

の良い電話サービスが望まれ,1喜子交換機は,その蓄析プロ

グラム制御の特徴を生かし,それらの実現を図ってきている()

その結米,交換ソフトウェアは大規模かつ裡維化の傾｢fりを強

めている1)｡

一方,従来はプロセッサを中心とする処j埋装置のコストが

高いために,規模に応じて異なる機椎を用いぎるを得ず,そ

の結果,ソフトウェアを規模ごとに独立に開発をLていた｡

しかし近年,高惟能なマイクロコンピュータのHl現により,

大幅な低コストで処理装置が実現できるようになった.｡そ

こで,複数のマイクロコンピュータを規模にIぷじてビルディ

ングブロック方式によr)構成することが,分散制御方式を導入

することにより可能となった｡その結果,1司一一方式で幅広い

規模の拡胎性をもつだけでなく,更に同一一アーキテクチャ化

されることにより,ソフトウェアの統一が可能となった｡

一方,‾交換方式も従来のアナログ空間分詰り方式からディ
ジ

タル時分割方式に変化Lつつあって,それに伴う将来の動向

を見越した新しいソフトウェア制御方式とする必要を生じて

いる｡

如に,今後とも通信の効率化をねらった新しいサービス機

能の芙,呪が強く望まれるであろう｡

以卜の背景のもとに,それらに対応できる新しい機能分散

ソフトウェア方式を｢分散形.状態遷移方式+とLて新たに開

発Lた｡以下にその概要を述べる｡

臣l 開発のねらい

2.1 将来への拡張性

交換システムとLて,将来への高い拡駄性をもっておくた

めに,ソフトウェアシステムにも高い拡張性が要求される｡

将来への動向として,大きな点としてはISDN(Integrated

Services DigitalNetwork)化があろう｡これはディジタル

時分割方式化に伴い,音声のディジタル過信に伴せて計算機

デーータ情報,更に睡j像情報などの多元情報を--一一括して扱う通

信システム化である｡この変革から,-･つは交換スイ､ソナの
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多)亡ネットワーク化方向と,もう一つは多様な甜空端末の接

続可能化方】｢りとが考えられるであろう｡すなわち,交換接式涜

機能の多元化だけでなく分散化,更には庄こj或ネットワ】クと

しての効率の良い通仁子システム化が要‾求されるであろう｡

‾ん,端末は従来の電話機だけでなく高低なインテリジュンス

をもつ多様な端末が｢H現L,位相老の使い勝手の向卜も背求

されるであろう｡これらの動向は--一一斉には生せずむしろ漸進

的に進蛙Lていく ものと思われる｡

そこで,これらの動1Jりに対応するためには,機能モジュー

ル化を徹底Lて図り,進展に対応したモジュー/レ槻能の部分

的変吏だけで対応可能としていく必要がある｡以_L二から,少

なく とも端末椎別ごとの機能分判と,ネットワMクスイツ子

ング機能の独力二化とかなされる必要があると考える｡

2,2 サービス機能の拡張性

既に現/l三の‾交換サーービス機能も非′削二豊吉な機能をもって

いるが,更に通信の効率を1‾Flj上させるニーーズも強く,今様と

も多様な新サ【ビス機能の拡充を要するであろう｡

また,これらサービス機能は,fll途,顧客ごとに 一般に輿

なるものも多くある｡そこで,これらの多様なサーービス機能

を実現するためには,実現手段であるソフトウエアを機能と

の対J心が明確な多数のモジュ【ルに分て別L,それらの組子㌻せ

によるノナ法が必委員となる(,この方法を用いれば,共通な部分

の明確化も図れ,新機能の実現にもわずかなプログラム開発

で対一打できるであろう｡

-一一方,ソフトウェアは---･般にl勺谷がVisible(可予見的)では

なく,第三者に理解しにくいものになりがちである｡そこで,

二れを避けるためには,‥つは実現すべき機能t-1二様をすべて

【瑚ホできるようにすること,もう一つはそれに恭づいた トノ

ブダウンな設計を行なうことが必娼となる｡この湛本的方法

が実現できればソフトウェアは交換機能に対応した構造とな

り,前述の目的が達成できる｡また,設計手法の標準化が図

られ,設計内容の信頼性の向上が得られ,更に生産件のIrり上

が大きく期待できる｡そこで以下に述べるような新ソフトウ

ェア方式を開発し,その■方法の具体的な実現化を図った｡
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同 機能仕様の記述方式

3.1仮想交換機と仮想機械への分割

前述のように実現すべき交換機能の仕様を明確に記述する

ことが,まず第一に必要である｡交換機能のとらえ方として,

図1にホすように交枚機をブラックボックスとしたときの外

部から見た動きでとらえる‾方法がある｡ニれは実現手段に依

存しない機能表現であり,仮想的な交換機の機能仕様と言え

るであろう｡

外部インタフェースの代表例として電話機を採り上げると,

図lにホすように充イう書手順と着イ言手順とが独二i工にある｡その

手順により多様な交換サービスを選択することもできる｡‾交

換機はこの手順を実現し,そのとおりに制御する必要があり,

二の手順は機能仕様となる｡一一方,`立話機以外にも外部イン

タフェースは,交換子i,他の交換機との凶線などがある｡そ

れらの制御手順は似たものではあるが異なっておI),各々独

立な手順である｡そこで,二のような制御手順をもつ仮想的

な川副手機械を想定する｡ニの仮想機械は制御手順種別ごとに

独立に設ける｡すなわち外部インタフェースの椎別ごとに仮
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注:略語説明

LC(加入者回路),TRK(トランク)
SW(スイッチ),ATT(交換台)

図l仮想機械への分割 交換機をフうックボックスとし,外部から見

た機能(仮想交換機)を手順としてとらえ,その手順を実現するソフトウェアを

仮想的な順序機械として分割する｡
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表l仮想順序機械例 ソフトウェア機能を,複数の仮想順序機械へ分

割Lた具体例を示す-

名 称 及 び サ ニ7 マ シ ン 制 御 対 象

加入者回線制御 加入者【司線

l.発信サブマシン

2.着信サブマシン

3.多者通話サブマシン

交換後間回線制御 トランク

1,発信サブマシン

2.着信サブマシン

交換台制御

交 操 台l.交模台サブマシン

2.イ反想扱い者サブマシン

想機械を設ける｡二れらの仮想機和則悶を,仮想的なスイ､ソナ

機械で接続されるとし,二れにより端末間の通i活かなされる

とする｡

二の想1三は,図1にホすように交換機の実際のハードウェ

ア構成との対応もとりやすい｡仮想スイッチ機械はSW(スイ

ッチ),仮想順序機械はLC(加入者回路),TRK(凶線トラン

ク),ATT(交換汽)と対応し,その制御をつかさどる位;i与づ

けとなる｡

二の仮想機械への分側により,稲来動向への漸進的対応を

谷易となし得よう｡新しい端末のJlト呪に対しても,その手順

制御をもつ仮想機械の導入によI),またスイッチのネットワ

ーク化に対Lても,仮想スイッチ機械の取替えだけにより対

J心が‾叶能である｡

仮想機械の例を表lにホす｡人きくは,加人老【白1乱 交枚

機周回線及び‾交換子iの3椎のインタフェースの仮想機械に分

湖Lている｡各々の仮想機械の中に,更に手順の相違から裡

数♂)サブマシンを設けている｡例えば,加入者回線,すなわ

ち電†講機の制御手順では前述のような発仁;と弟†話,それ以外

に多者通話サブマシンを.設けている｡多者通訪は,ド小時に複

数の柑下と通話ができるサービス機能で,そのときの了別御手

順は他と異なるので独_立化を阿っている｡‾交換機問凶組も何

様に党イ‾iiと着イi子とのサブマシンに分1別している｡-一一方,交換

子iの制御は,交換手の手順を制御する交換汽サブマシン以外

に仮想的なサブマシンを噂人している｡これは,仮想的な交

換手によるサービスとも言える機能の実現のためであI),例

えば,キャンプオンサービスなどがある｡キャンプオンサー

ビスは,話中に遭遇したときに,相手が空きしだいロ乎び出L

てくれる概能で､仮想的な変牧子が代わって監こ視及び呼出し,

接続するとみなせる｡この概念により,手順の複雑化がj壁け

られている｡

3.2 状態遷移図

各仮想順序機械は,▼･つの安定二状態に対して入力を与える

ことにより次の安定状態に遷移するこ状態遷移制御とみなすこ

とができる｡このような二状態遷移を表現する方式は--一般にも

Jムく行なわれており,図2に示すベトリネットもその一例で

ある｡

一方,交換機の仕様記述方式として,CCITT2)(国際電イ言電

話諮問委員会)でもこ状態遷移図による【刃ホ表現を勧告してお

り,その表現方法は,遷移処理に必要な処理機能を更に記述

できるフローチャート流儀を加味したものである｡そこで,
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その勧告に鵜づきそク〕サブセットを,図2にホすように川い

ている｡ご状態遷移の契機をホすイベント入力,遷移処理に必

要とする他への州ブJ及び遷移処コ哩の分岐を示す分析の3椎だ

けの記述をご状態間の遷移中に記述できるようにLている｡

3.3 ヰ幾能の階層分割

複数の仮想機械による仮想‾交枚機の機能を,チ美女換機/､-

ドゥェアにより実現するためには,雇主にそ♂)手順を交換機ハ

ードウェアとのソフトウエアイ ンタフェース規約まで分解す

る必要がある｡

そこで,交換機能を仮想交換機から′夫‾交換機ハードウェア

に至るまで匡13にホすような5階層に分詰りする｡穀【卜位のレ

ベル0にく夫‾女権機ハードウェアを置き,拉__L位のレベル4に

仮想機寸戒群から成る仮想交換機のサービス手順を置く｡その

間を3分謀りし,レベル1にはリ三女操機ハードウェアとのソフ

トウェアインタフェ"スであるアクセス千f貨を寓話させて設

ける｡レベル2では,ハードウエア回路でのイ‾i-一言号作成及び′受

イ言のために必要な制御手順を規延する〔つ レベル3では,端末,
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状態間
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状態2

出力1

出力2

分析

匡12 状態遷移図 状態遷移図とべトリネットを比べると,状態問の遷

移処理を明示Lている点が異なる′_.

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

レベル0

仮想交換サービス*

端末プロトコル*

信号シーケンス*

ハードウェアアクセス

仮想機械の組合せ

端末種別による相違

信号生成シーケンス

ソフトウェア･ハードウェア

インタフェース

注:* 状態遷移図記述

図3 交換機能の階層分割 交換機ハードウェアを中心に,交換機能の

実現のためのソフトウェア機能を目的別に階層分割する｡
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函4 分散形二状態遷移図 イ反想機械,階層ごとに独立Lた状態遷移図と

L,各状態遷移図間は,出力一･>入力により連結動作を行なうり

Ⅰリ】線の椎別により多様性をもつイさi弓一の組†ナせシーケンスの州

道を規定する｡二れらの階層のうち,卜付ニレベルの2,3,

4は状態遷移図で記述されたイ反想機イ城となっている｡

二のようなド皆層分諮り化とそれらのこ状態遷移【★ほ己述により,

全体の機能仕様を統一･Lた記述プ了法により可視化できる｡‾如

に,機能′変更至,拡貼に対Lても対J心部分がJ.J所化でき,1勺谷

か明確なため対処が容易である｡例えば,サービス仕様の

?変如はレベル4,また特に多様件の多い交換機問プロトコル

の拡舶はレベル3,イ.言号作成,･乏仁子手順の変吏はレベル2,

ハードウェアのアクセス法の変盲亡はレベル1と,内省にI応じ

て変更箇所の局所化を可能とする｡

レベル2,3,4での各々独力二Lたこ状態遷移図で記述され

た仮想機械間の制御は,図4にホすように状態遷移中の出力

をすべて隣接する階層のイ反想機械への入力としており,これ

により,
-1耳した階層間の制御動作を可能としている｡レベ

ル4の交換サービス階層では,更に仮想機械間あるいほサブ

マシン間での交信を行ない,仮想機可滅間の相互制御を行なっ

ている｡このように,各々独立した仮想機械間を入出力によ

り有機的に結′ナしている｡

状態遷移図の具体例を図5に示す｡同同は,レベル4での

電f講機の発イ言と着イ言のサブマシン間のこ状態遷移図で,発呼か

ら九‾仁答までの部分をホしている｡発呼は,レベル0のハード

ウェアをレベル1のアクセス部を通じてレベル2で検出L,
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注:略語説明

DT(ダイヤルトーン)

REC(ダイヤル受信機)

RBT(リングバックトーン)

RG(リンキング信号)
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研
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図5 状態遷移図例(レベル4) 電話機の発信から呼出Lまでの交換

サービス(レベル4)の状態遷移図例を示すっ 仮想機械間,下位レベル間の信号

送受を明記し,これらをマクロとする.

レベル3でその確認シーケンスを絶て,同同のレベル4に発

呼検Hlのイベント人力として伝えられる｡それにより,レベ

ル4は遷移処理を開始し,レ/ヾル3にダイヤルー受イi二言の指ホを

与･える｡以下同様にダイヤルト【ンrH力,ダイヤル′乏イ言の二状

態を絶て,番号分析で′受信ダイヤル数字のチェック,サービ

ス分析て､ダイヤル内容によるサービス種別のブ央定か行なわれ

る｡それに従い,着信サブマシンに着信出力により起動をか

ける｡以下,発信サブマシン,着信サブマシン問での信号の

やりとりにより,何回のレベル4の状態遷移;別御が進むと同

時に,レベル4からの出力指示によI)レベル3,レベル2の

制御シーケンスが動作し,レベル1を経由してレベル0の実

ハードウェアが制御される｡このように,レベル4が全体の

制御の主導権をもっている｡
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B ソフトウェア構造

4.1 実現手段の階層構造化

交換機能を階層分1刊及び仮想機耳滅に分倒し,状態遷移図に

よりすべて岡ホ化がl窒lれるので,次にこれに兆づくトップダ

ウンなソフトウェア構造化が必要である｡

ニ状態遷移制御の実現方式として,状態連木多処理をマクロ言

語のシーケンスとし,その解釈実行方式(インタプリティブ

方式)による方法かあり,従来の‾交換ソフトウェアでも行な

っている｡そこで,/卜【叫はこの方式を統･一的かつ全体的に･採

り入れることとLた｡その結果,実現手f貨♂〕ソフトウェア構

造は,図6にホすように5階層に統一的に分渕できる｡

状態三重略図の記述内ノ容を,マクロ言語のシーケンステーブ

ル化し,それを最上位に位置づけする｡放下イ立のレベルAに

は,実行手段ハードウェアであるCPU(r-r】央処理装置)を配す

る｡その間を4分諮りし,レ/ヾルBにはCPUに密着した1別込処

理部,障二ii子処理部を置き,レベルCにはCPUの実行使先制御

を行なうスケジューラを設ける｡レベルB,Cは一般的なOS

(オペレーティングシステム)機能の･一部である｡レベルDに

は,インタブリタなどの状態遷移制御部,及びハードアクセ

ス部を描く｡レベルAからDまでは,ご状態遷移制御のための

OS部分と言えよう｡レベルEに,遷移処理を実行するマクロ

モジュール群を位置づける｡そして,最上位レベルFグ)状態

遷移テーブルを配し,■ソフトウェアを5階層に分割している｡

以卜述べた階層構造は,交換処王型ソフトウェア全体に対し,

統一一的に実現Lている｡

4.2 2次元階層化ソフトウェア構造

以卜述べたような実現手段のソフトウェアの階層構造は､

実二呪機能とは無関係な構造であるので,したがって前述♂)機

能の階層構造と組みアナわせると,両者の釣女構造化が可能で

ある｡二れを図7に′Jこす｡縦軸に一夫現機能の階層を,横軸に

実現手f貨の階層をF妃し,統一･的な‾l自二交Lた構造となっている｡

更に､機能は前述のように各階層ごとに独立した順序機械

に分かれており,細分化されて仕様記述がなされている｡こ

れに対応Lて,レベルFの状態遷移テーブル,レベルEのマ

クロモジュール群も分割か可能となっている｡

以卜述べた構成により,実現すべき機能什様を明確に状態

レ′ヾルF

レベルE

レ′ヾルD

レベルC

レベル8

レベルA

状態遷移シーケンス

実行マクロ

遷移制御

ハードウェアアクセス

スケジューラ

カーネル,障害処理 1

マクロシーケンス

単磯能交換処理

マクロルーチン

状態遷移制御

実行優先順位制御

順序機械用OS

一般OS

注:略語説明 OS(オペレーティングシステム)

CPU(中央処理装置)

図6 実現手段の階層分割 実現手段(プログラム)を統一的手法によ

り,CPUハードウェアを中心に5階層分割できる｡



機能

レ/ヾル4

レベル3

レベル2

レベル1

機能仕様

交換サービス

端末プロトコル

信号シーケンス

レベル0

図7 2次元階層イヒソフトウェア構造

2次元階層化ソフトウェア構造となっている._､
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交換機能のレベル0へ一4の階層化と,実現手段のプログラムのレーくルBからFまでの階層化を直交させた統一Lた

遷格何で記述し,それに基づし､たトップダウンなソフトウェ

ア設計を可能とし,所期の目標をj童成している｡

日 本方式の効果

(1)多様な機能の実現の谷島化とこ将来への拡収容易性

本プJ式でほ仮想交換機の概念のや入による多階層化と,端

末椎別ごとに順序機械制御を独立化しており,それらの複数

の順序機械の組合せにより交換機能の実現を凶っている｡そ

の結米,二状態の数は組でナせ方式により従来に比べ半i成してお

り,かつ二状態問のう登移処理内容も階層分割化により半分以下

となっている｡

今後Jl-1現する多様な端末,交換スイッチのネットワ【ク化

などの動向に対して,独立した川副手機不戒を付加,あるいは取

替えにより,個別にかつ少ない二状態遷移数で対応を可能とL

ている｡これにより,将来に対する高い拡張惟をもっている｡

(2)用途別交換ソフトウェアの共通化促進

状態遷移図により,交換機能の開示化が阿られていること

により,用途別に異なる機能部分と共通部分とが明らかにで

き,その結果,同一機能部分のプログラムの共通化が凶れ,

ソフトウエア財産の有効活用が促進さ才ノしる｡

(3)機能の拡貼,変更の容易化

機能の変召三,追加の二Ⅵズは,顧客ごと,用途ごとに多く

生じている｡それに対し本方士〔では,該当する機能部分を北

態連絡図で明確化できるとともに,対応するプログラムも明

確に関連づけられる｡

これにより,高い機能拡張,変更の容易怖が得られている｡

また,既存モジュールの組合せにより,多様なサービスの実

一呪も可能である｡
(4)分散制御による規模拡張件への対応

図8にホすように,小規模から中,大規模に対応して複数

のマイクロコンピュータによる分散制御‾方式の偉人により,

高い規模拡脂性が得られるが,ソフトウェアはそれに応じて

階層レベルでの分割,仮想機械での分1恥二より対処が可能で

ある｡また,コンパイラのj尊入により,規模によるデータ土主

の変化にも容易に対応が可能となっている｡

(5)プログラム規模のi城少化

従束手法で開発された交換プログラムの規模と木方式によ

るプログラムとを比較すると,図9にホすように約半ざ城Lて

いる結果例が得られた｡

この削減の効果は,第一には,二状態遷移図の複推さが大幅

に軽i成されたために,それに村[むするシーケンステ】ブルが

大幅に簡単化されたことにある｡特に,仮想交換機のレベル

4では顕著で,全体の約41刊を■1iめていたテーブル規模が約

÷になっている｡箭二には,人什リコ部のレベル2,3にご状態

遷移制御方式を導入した結果,レベル1を含めた規模が半減

している｡史に,交枚機能を状態遷移岡ですべて統一･Lて【勾

ホ化した結米,プログラム間の機能の重複がi壁けられている

ことも減少Lた要因の一つである｡

レ/ヾル4

Proc

レベノレ

3.2,1

交接機

ハードウェア

小規模

l

P｢OC

レベル4

P｢oc

レベル3,2,1 l

-- Pro(〕

■

Proc___P｢0(〕

lt

l l

l l

l!】ll

lト】l
交摸ハードウェア

+

中規模

大規模

注:略語説明 Proc(プロセッサ)

図8 分散制御方式との対応 小規模から中,大規模に対応Lて複数の

プロセッサの分散制御により構成されるが,それに対応して階層分割,仮想機

械分割を容易に行なえる｡､
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シーケンス

テーブル

(レベル4)

マクロ

(レベル3,2.1)
入出力

木方式 従来方式

図9 プログラム規模の最適化 木方式により機能の適切な整理が行

なわれるために,プログラム規模が基本的交換機能の例では,従来に比べ55%

となる結果例も得られている√､

レベル

E,F

レベル

B,C.D

コンパイラ
79%

アセンブラ

21%

24%

76%

プログラム量 実行ステップ数

図10 コンパイラの導入と性能への影響 実行頻度の高いレベルB,

C,DをアセンブラとL,プログラム量の多いレベルE,Fをコンパイラとする

ことにより,生産性と性能のバランスを図っている√

(6)ソフトウェアのイ∴栢件のIrり_L

機能仕様を状態遷移図で明確化するだけでなく,閉じた制

御系を形成しているので,ニ状態遷移凶だけでの独立したチェ

ックを可能としている｡また,それに其づいたトップダウン

なプログラム化を行なうために,プログラム設計段帽･では,

i央められた機能の実現のチェ､ソクだけで横み,設計のt一朋雀な

手順化がなされている｡また,各プログラムモジュMル間の

制御は,パラメータの引手度Lだけで行なっており,共通デ【

タを一切もっていないため,複雑なミスの音昆入が防止されて

いる｡その結果,プログラムテストも,テスト済みのモジュ

ールのビルディングブロックによるテスト範囲の拡大が容易

に行なえ,デバッグ,テストの効率の向上が図れている｡そ

れらの結果,従来に比べ半分以下の不良発生率の低減例も得

られている｡

(7)ソフトウェア生産性の向上

本方式の導入とともに,高級言語コンパイラ化を図り,生

産一】■fl三,保守性のいっそうの向上をねらっている｡その結果,

従来のアセンブラを用いた交換ソフトウェアシステムの開ヲ己

に要した工数と比べると,1司‥機能部分で約3倍以上の生産

件IFり上の結果例が得られている｡この効果のうち,本方式に

よる部分は約2倍程度と考えられる｡この結果は,前述のよ
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木方式の鞍懲

仮想横械分割
階層分割

分散制御(規模拡張性)への対応

将来への拡張性
インテリジ工ント端末

ネットワークスイッチング

模範の
分散形状態遷移図
記述

統一した

機能仕様の図示化による

信頼性向上冗長機能の排除

用途別共通機能の明確化

機能の拡張.変更の容易化

トップダウン一貫設計による

ソフトウェア構造 生産性向上

ソフトウエアの共通化促進

図Il本ソフトウェア方式による効果 本ソフトウェア方式により.

高い拡張性,信頼性とともに生産性向上が得られる

うな設汁手順のf那皆化,プログラムモジュー/レの高い独立件,

更に設t汁-‡7J官'そのIrり卜などによる効一県である｡

(8.)件 能

高級言語の導入とともに,従来のアセンブラ言語に比べ件

能低‾卜のおそれがあるか,それを防ぐために佗用7損度の高い

-一部のプログラムのアセンブラ言L新化を行なっている｡

本‾方式によI),その部分はレベルB,C,D内にJJ所化でき,

明解な構成化が凶れている｡図10にホすように,部分的なア

センブラ化により,什能上は従来に比べなんら劣らないもの

にできている｡

以上述べた関係を図11にホす｡

【a 結 言

木‾方ノ＼により,大規模かつ複雑化する交枚ソフトウェアに

対し,統･的な構造,設計手f去を導入することができた｡そ

の結果,従来に比べて大幅に生産惟,信頼件の｢r小上が得られ

るととい二,機能の変更,拡張も格f貨に容易となり,多様な

サ【ビスへの対J芯,更に今後の‾交換システムの発展に対応で

きるものとなすことができた｡

木方エ(はPABX(私設交換機)だけでなく局用‾交換機にも適

用が可能で,その両者の統合Lた開発を可能とすることがで

きる｡
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